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日

土

日

キ

ャ

ン

パ

ス

周

辺

の

今

昔

幹
事
　
　
　
中
沢
　
　
正
子

日
吉
台
地
下
壕
の
隣
接
地
が
売

却
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
が
始

ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
慶
大
キ

ャ
ン
パ
ス
の
南
西
斜
面
に
当
た
る

箕
輪
町
の
一
部
を
歩
い
て
み
た
。

斯
く
言
う
私
は
昭
和
三
二
年
か

ら
三
九
年
ま
で
慶
大
の
北
寮
に
あ

っ
た
日
吉
研
究
室
に
勤
め
て
い
た
。

進
駐
軍
の
接
収
が
解
徐
さ
れ
て
数

年
が
た
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
余
韻

が
完
全
に
は
消
え
て
い
な
か
っ
た
。

今
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
な
っ
て
い

る
辺
り
に
、
進
駐
軍
の
家
族
が
住

ん
で
い
た
家
が
残
っ
て
い
た
り
、

道
路
に
重
油
を
撒
き
、
ほ
こ
り
を

押
え
た
と
い
う
、
そ
の
重
油
が
道

路
の
端
の
草
に
こ
び
り
つ
い
て
い

た
り
し
た
。

当
時
中
寮
に
は
、
学
生
が
寄
宿

し
、
南
寮
に
は
斯
道
文
庫
が
一
時

入
居
し
て
い
た
が
、
三
田
に
移
転

し
た
あ
と
は
、
一
都
を
書
庫
と
し

て
使
用
し
て
い
た
。

昭
和
三
五
年
の
狩
野
川
台
風
の

時
に
は
、
綱
島
方
面
の
田
園
が
水

浸
し
と
な
り
、
湖
水
と
島
の
絶
景

を
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。
三
九
年

に
は
新
幹
線
が
営
業
を
開
始
す
る

が
、
試
運
転
の
音
の
記
憶
は
な
い
。

寮
の
西
側
は
谷
に
な
り
、
そ
の

向
う
に
松
山
が
あ
っ
た
。
あ
る
時

く
よ
し
（
た
き
び
）
の
火
が
風
に

あ
お
ら
れ
、
松
の
木
の
下
草
に
燃

え
移
り
、
山
裾
か
ら
炎
が
山
頂
め

が
け
て
駆
け
登
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
一
瞬
の
間
に
下
草
が
黒
く
な

っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
終
り
ほ
っ

と
し
た
も
の
だ
。
そ
の
山
も
切
り

崩
さ
れ
て
三
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
な
っ
て
い
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン

の
庭
に
立
つ
と
二
棟
の
寮
と
円
形

風
呂
場
が
よ
く
見
え
る
。
鉄
骨
が

む
き
出
し
に
な
っ
た
風
呂
場
の
陰

に
南
寮
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

進
駐
軍
は
こ
の
風
呂
場
を
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
し
て
い
た
と
言
う
。

あ
の
頃
、
中
寮
の
南
側
に
斜
め

に
突
き
出
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建

造
物
が
あ
り
、
お
風
呂
場
と
し
て

学
生
た
ち
は
使
用
し
て
い
た
。
。
中

に
階
段
が
つ
づ
い
て
い
た
の
で
、

あ
れ
が
地
下
に
降
り
る
階
段
だ
っ

た
と
思
う
。
あ
の
下
に
あ
の
よ
う

に
大
き
な
地
下
壕
が
存
在
す
る
と

は
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
し
、
箕

輪
町
の
山
裾
か
ら
地
下
に
入
れ
る

こ
と
な
ど
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
三
七
～
八
年
頃
、
川
崎
市

の
神
木
不
動
に
お
参
り
に
行
っ
た

時
、
近
く
に
い
た
青
年
が
昭
和
二

〇
年
代
に
日
大
高
校
に
適
っ
て
い

て
、
よ
く
地
下
壕
に
出
入
り
し
、

い
ろ
い
ろ
な
物
が
残
っ
て
い
る
の

を
目
撃
し
た
と
話
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
が
地
下
壕
の
具
体
的
な
話
を

聞
い
た
始
め
だ
と
思
う
。

昔
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
思
い
出

し
な
が
ら
、
日
大
高
校
の
方
面
か

ら
山
裾
を
巡
っ
て
み
る
と
、
南
寮

と
円
形
風
呂
場
の
見
え
る
位
置
の

山
の
斜
面
が
す
っ
ぽ
り
と
切
り
崩

さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
中
段

で
は
ク
レ
ー
ン
車
が
鎌
首
を
も
た

げ
る
よ
う
に
稼
働
し
て
い
た
。

あ
の
鬱
蒼
と
し
た
山
が
簡
単
に

切
り
崩
さ
れ
る
恐
ろ
し
い
光
景
を

見
て
し
ま
っ
た
。
と
う
と
う
来
る

も
の
が
き
た
と
思
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
と
傷

口
が
大
き
く
な
り
、
抜
き
さ
し
な

ら
ぬ
事
態
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

地
主
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
何
の

生
産
力
も
な
い
山
の
斜
面
の
相
続

の
た
め
に
、
何
億
と
税
金
を
納
め

る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い

と
思
う
が
、
何
と
か
な
ら
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

寮
の
あ
る
台
地
に
登
っ
て
み
る
。

楠
が
並
木
の
よ
う
に
生
い
茂
っ
て

い
る
道
筋
に
は
、
寮
関
係
者
以
外
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立
入
禁
止
の
立
看
板
が
あ
り
奥
ま

で
行
か
れ
な
い
。
工
事
中
の
現
場

近
く
ま
で
そ
っ
と
近
づ
い
て
み
る
。

南
寮
の
南
面
三
m
近
く
で
斜
面
が

切
り
崩
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て

マ
ン
シ
ョ
ン
は
ど
こ
ま
で
迫
り
、

高
さ
は
ど
の
位
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い

南
寮
で
は
あ
る
が
位
置
関
係
が
心

配
に
な
る
。

慶
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
こ
の

台
地
の
上
は
慶
大
の
持
物
で
あ
る

よ
う
だ
が
、
台
地
の
斜
面
は
そ
れ

ぞ
れ
の
持
主
が
お
り
、
今
、
相
続

問
題
で
苦
慮
し
て
い
る
地
主
さ
ん

が
外
に
も
い
る
と
聞
く
。
何
億
の

税
金
と
聞
く
と
お
い
そ
れ
と
話
し

合
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
日

吉
の
町
の
環
境
保
全
の
面
か
ら
も
、

地
下
壕
保
存
の
面
か
ら
も
、
何
等

か
の
手
を
打
た
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
が
き
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し

て
、
日
吉
の
駅
へ
戻
っ
た
。

幹

事

会

報

告

第

八

回

一
二
月
一
七
日
午
後
六
時
～

慶
応
高
校
地
学
教
室

報
告
一
、
一
一
月
二
二
日
神
奈
川
県
高

等
学
校
教
職
員
組
合
主
催
の
見
学

会
三
一
名
参
加

二
、
同
二
五
日
．
慶
大
日
吉
事
務

長
室
に
て
「
地
下
壕
の
安
全
性
』

な
ど
に
つ
い
て
会
談
。
寺
田
事
務

局
長
出
席

三
、
崎
二
六
日
「
赤
煉
瓦
合
華
を

平
和
博
物
館
に
．
」
の
要
望
書
を
市

長
へ
提
出
、
記
者
会
見

四
、
同
三
〇
日
幹
事
有
志
に
よ
る

地
下
壕
関
係
の
学
習
会

五
、
同
日
「
横
浜
・
川
崎
平
和
の

た
め
の
戦
争
展
」
第
一
回
実
行
委

員
会
六
、
一
二
月
二
日
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
基
本
計
画
委
員
会
第
二
回
報
告

懇
談
会
に
寺
田
事
務
扁
長
出
席

七
、
同
四
日
慶
応
高
生
徒
に
よ
る

見
学
会
伊
藤
教
諭
外
三
五
名
参
加

八
、
同
八
日
「
赤
煉
瓦
倉
庫
を
平

和
博
物
館
に
」
イ
ベ
ン
ト
で
日
吉

台
地
下
壕
の
ビ
デ
オ
放
映
。
六
五

名
参
加
、
右
翼
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
が
あ
っ
た

九
、
同
一
七
日
会
報
四
四
号
発
行
、

発
送
。
第
七
回
幹
事
会
開
催

議
事
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

＊
総
会
に
向
け
て
会
則
の
改
正
窓

等
議
案
書
の
検
討
予
定
の
所
、
準

備
が
整
わ
ず
先
送
り

＊
総
会
の
日
程
　
四
月
二
五
日
頃

＊
弛
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
よ
こ

は
ま
　
五
月
二
二
～
二
四
日
県
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定

＊
9
8
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
か
な

が
わ
　
八
月
二
七
～
三
〇
日
練
合

芸
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
予
定

こ
れ
ら
の
催
し
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
か
、
決
定
し
な
か
っ
た

幹

事

会

報

告

第

八

回

一
九
九
八
年
二
月
一
〇
日
一
八
時

プ
ル
ベ
ア

報
告
一
、
一
二
月
一
八
日
幹
事
有
志
で

防
衛
庁
戦
史
資
料
室
へ
資
料
調
査

二
、
一
月
一
三
日
「
赤
煉
瓦
倉
庫

を
平
和
記
念
館
に
」
事
務
局
会
議

に
出
席

三
、
岡
二
八
日
大
清
水
高
の
生
徒

三
人
と
先
生
五
人
に
よ
る
見
学
会

平
和
に
関
す
る
絵
本
作
り
の
た
め

四
、
同
二
一
日
「
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
か
な
が
わ
」
第
一
回
実
行

委
員
会
に
出
席

五
、
同
日
「
平
和
の
た
め
の
戦
争

展
よ
こ
は
ま
」
第
一
回
実
行
委
畠

会
に
出
席

六
、
同
二
四
日
港
北
区
区
政
推
進

課
主
催
「
日
吉
地
区
地
域
別
懇
談

会
」
の
「
衝
づ
く
り
J
の
会
で
日

吉
台
地
下
壕
の
保
存
に
つ
い
て
寺

田
・
喜
田
が
発
き
口

七
、
同
二
九
日
「
赤
煉
瓦
倉
庫
を

平
和
博
物
館
に
J
事
務
局
会
議
に

出
席
八
、
同
三
一
日
「
赤
煉
瓦
を
・
・

こ
の
署
名
運
動
を
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
・
タ
ワ
ー
歩
く
歩
道
入
口
で
行

う
　
　
へ
八
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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会の結成10年を迎え、会則を改正して、新しい1歩を踏出して行こうと考

えています。会則改正案のご検討をお願いいたします。

連合艦隊司令部日吉台地下壕の保存をすすめる会会則

Ⅰ調．4．8　成立
l‖0，4．7　改正

第1粂（名称）　この会は、r連合艦隊司令部日吉台地下壕の保存をすすめる会」（略称
：日吉台地下壕保存の会）I　という。

第2粂（事務局）この会の事務局は、横浜市港北区下請町3－15」27寺田貞治方におく。
（電話：045―562跡1282）

第3条（日的）　この会は、次のことを目的とする

】．日吉台地下壕を、平和記念の史跡として保存する運動をすすめる。

2．日吉台地下壕に関する調査研究をすすめる．

3．日吉台地下壕を史跡として保存する意義を市民に広め、永く後廷月こ語り

伝えられるようにする。

4．日吉台地下壕の保存と共に、戦争と平和の問題を考え、学習できる　r平
和記念資料館j　を建設する運動をすすめる。

第‘1条（会員）　この会は、会の目的に嚢同し、会費を納入する個人ならびに団体によっ

て構成する。
第5粂（事業）　この会は、次の事業を行なう。

L日吉台地下壕の保存に関する資料襲パンフレットなどを作成し普及する。
Z。日吉台地下壕の調査・研究をすすめる。

3，［l百台地下壕の見学案内・学習会・講演会・シンポジュウムなどを行う．

有日吉台地下壕の保存・平和記念資料館の建設について、関係諸機関に要
望していく。

5．その他、会の目的を達成するために必要な事業を行う。

第6粂（組織）　この会に、次の運営委員をおく。
会　長（l名）　会を代表し、会務を統轄する。総会、運営委員会を召集

する・

副会長（若干名）会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行
する。

幹　事（若干名）事業の各部門を担当し、事業の推進に当たる。
事務局長（1名）会の庶務を担当し、会計を管理し、会全体の運営推進に

当たる。幹事を兼任し、幹事会、事務局会を招集する。
事務局点く若干名）事務局長を補佐し、実務を推進する。幹事を兼任する。

第7条（会計監査）この会に会計監査（2名）をおく。会計監査は会計を監査し、総会に
報告する。

第8粂（会議）　この会は、次の会議をもつ。

1．総　会　　　年1回開き、活動の総括、決算の承諾、方針号予算・会費

の決定、運営委員及び会計監査の連出、その他必要な事項
について協議する・

2．運営委員会　必要に応じて開き、会の運営、事業の推進について協議す
る。

3．幹事会　　　必要に応じて開き、事真の推進について協議する・

4．事務局舎　　必要に応じて槻き、実務の推進に当たる”
第9粂（願聞）　この▼会は、運営委員の推連によって錮画を‾おて‾吉‾と‾が膏‾首百二．蒼謀第百奎

良まきは事務局長の諮問に応じ、必要な助富を行う。
第川粂（経費）　との章の経費は、会費とその他の収入によってまかなう。会費は、年間

値入1口1000円、高校生以下1口500円、団体1口2000円で、
1ロ以上とする。

第11粂（付則）　この会則は、】990年4月7日より施行する．
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連合艦隊司令部日吉台地下壕の保存をすすめる会会則（改正案）

第1条（名称）　この会は「連合艦隊司令部日吉台地下壕の保存をすすめる会」（略称：日吉台地下

壕保存の会）」という。

第2条（昌的）　この会は次のことを目的とする。

1”日吉台地下壕を平和記念の史跡として保存するための運動をすすめる。

2・日吉台地下壕に関する調査、研究をすすめる。

3．日吉台地下壕を史跡として保存する意義を市民に広め、永く後世に語り伝えられる

ようにする。

4．日吉台地下壕の保存と共に、戦争と平和の問題を考え、学習できる「平和記念資料

館」（仮称）を建設する運動をすすめる。

第3条（会員）　この会は会の目的に賛同し、会費を納入する個人ならびに団体により構成される。

第4条（事業）　この会は次の事業を行なう。

1．日吉台地下壕の保存に関する資料、パンフレットなどを作成し普及する。

2・日吉台地下壕の調査、研究をすすめる。

3・日吉台地下壕の見学案内、学習会、講演会、シンポジウムなどを行なう。

4．日吉台地下壕の保存および「平和記念資料館」（仮称）の建設について関係語機関

に働きかける。

5．その他、会の目的達成のために必要な事業を行なう。

第5条く運営）　この会は運営委員（10名前後）によって構成される運営委員会によって運営される

運営委員は立候補し、総会において承認を得る。

第6粂（組織）運営委員会から会長および副会長を選出し、総会に報告し承認を得る。

会長（1名）は会を代表し、運営委員会を統轄し、総会および運営委員会を招集する。

副会長（若干名）は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。

第7条（事務局）運営委員会には事務局をおく。事務局は総務と会計で構成される。その細則は別に定

める。

第8粂（会計監査）この会に会計監査（2名）をおく。会計監査は会の会計を監査し、総会に報告する。

第9条（総会）総会は年に1回開き、活動の総括、決算の承認、活動方針および予算の承認、運営委

員の連出、会長および副会長の承認、その他必要な事項について決議する。必要に応

じて臨時総会を開くことができる。

第10条（会費）この会の経費は会費とその他の収入でまかなわれる。会費は年間で、個人は1ロ

1000円、高校生以下1EI500円、団体1口2000円で、1口以上とする。

第11条（顧問）この会には運営委員会の推薦によって顧問をおくことができる。顧問は運営委員会

の諮問に応じて必要な助言を行なう。

第12条（付則）この会則は1989年4月8日に成立する。

この会則は1990年4月7書こ改正され施行される。

この会則は1998年4月25［】に改正され施行される。
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
2
3

終
戦
前
後
　
2

軍
関
係
の
方
々
に
伺
い
ま
す
。

★
久
保
寺
重
夫
氏
・
日
吉
本
町

元
東
京
警
備
隊
第
七
分
隊

終
戦
直
後
、
他
の
部
隊
は
書
類

を
焼
い
た
が
、
警
備
隊
は
焼
く
よ

う
な
重
要
な
書
類
が
な
っ
か
た
の

で
余
り
焼
か
な
か
っ
た
。

倉
庫
に
あ
っ
た
米
や
油
、
そ
の

他
の
食
料
品
は
下
士
官
や
予
備
学

生
が
持
っ
て
行
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ん
だ
人
も
い
た
。
兵
は
何
も

持
た
ず
に
戦
後
す
ぐ
掃
っ
た
人
が

殆
ど
で
あ
る
。
兵
は
ど
こ
に
何
が

あ
る
か
も
知
ら
な
か
っ
た
。

戦
後
一
ヵ
月
残
務
整
理
で
残
っ

て
い
た
。
警
備
隊
に
消
防
車
が
一

台
残
さ
れ
、
日
吉
に
は
八
～
九
人

残
り
、
上
の
人
は
東
京
の
方
に
移

っ
た
。
後
に
東
京
警
備
隊
は
保
安

隊
に
な
っ
た
。

★
千
葉
朝
夫
氏
・
元
海
軍
経
理
局

第
三
課

終
戦
の
日
、
本
土
決
戦
を
や
る

と
い
う
の
で
、
妻
を
切
り
、
自
分

も
死
ぬ
つ
も
り
で
い
た
。
実
際
、

海
軍
省
の
中
に
は
、
八
月
一
五
日

に
腹
を
切
っ
て
死
ん
だ
人
も
い
た
。

現
高
校
校
舎
の
中
庭
に
全
員
を
集

め
、
玉
音
放
送
を
聞
い
た
。
二
〇

分
位
茫
然
自
失
の
状
態
で
あ
っ
た
。

海
軍
省
に
い
た
ら
自
決
し
て
い
た

と
思
う
。
い
つ
の
間
に
か
三
〇
〇

人
近
く
い
た
人
が
皆
い
な
く
な
っ

て
い
た
。

副
官
か
ら
書
類
を
焼
け
と
い
う

命
令
が
来
た
。
現
金
出
納
帳
は
じ

め
、
す
べ
て
の
書
類
を
焼
い
た
。

そ
の
後
、
G
H
Q
か
ら
電
話
で
、

「
戦
争
経
費
を
報
告
し
ろ
」
と
命

令
を
受
け
、
都
下
と
記
憶
を
頼
っ

て
報
告
し
た
。

★
石
原
光
氏
・
元
海
軍
省
鑑
政
本

部
・
中
尉

「
昭
和
二
〇
年
八
月
一
〇
日
、

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し

た
」
と
、
終
戦
の
数
日
前
に
軍
令

部
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
軍
令
部

の
情
報
部
が
ア
メ
リ
カ
の
放
送
を

傍
受
し
て
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。

八
日
一
五
日
の
玉
音
放
送
は
、

艦
政
本
部
で
聞
い
た
。
終
戦
に
な

っ
た
の
で
日
吉
へ
の
引
越
し
は
中

止
、
庭
に
大
き
な
穴
を
掘
っ
て
、

機
密
書
類
を
す
べ
て
焼
却
し
た
。

ま
る
二
日
か
か
っ
た
。

進
駐
軍
が
第
一
生
命
ビ
ル
に
進

駐
し
た
時
は
、
実
弾
を
持
っ
て
鑑

政
本
部
の
警
備
を
し
て
い
た
。
除

隊
し
た
の
は
、
九
月
三
〇
日
で
あ

っ
た
。
★
本
田
直
左
衛
門
親
英
氏
・
元
海

軍
航
空
本
部
・
中
尉

昭
和
二
〇
年
八
月
六
日
広
島
に

原
子
爆
弾
が
落
ち
た
あ
と
、
海
軍

省
か
ら
も
視
察
に
い
っ
た
。
一
発

で
広
島
が
焼
か
れ
た
事
を
聞
い
た

が
、
原
爆
か
ら
身
を
守
た
め
に
は
、

白
い
シ
ー
ツ
を
か
ぶ
れ
と
い
わ
れ

た
。
八
月
七
～
八
日
頃
、
軍
令
部

第
三
部
よ
り
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

の
こ
と
を
聞
い
た
。

玉
音
放
送
は
現
在
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
の
辺
り
で
ス
ピ
ー
カ
ー

で
聞
い
た
。
音
が
悪
く
よ
く
聞
取

れ
な
か
っ
た
が
、
情
報
を
知
っ
て

い
た
の
で
内
容
は
分
っ
た
。
東
京

警
備
隊
の
士
官
が
酒
を
喰
ら
っ
て

暴
れ
る
の
を
見
た
。
書
類
を
地
下

壕
か
ら
出
た
所
の
谷
で
ド
ラ
ム
缶

で
焼
却
し
た
。

戦
後
は
、
田
村
町
の
日
産
会
館

（
鮎
川
義
介
）
に
入
っ
て
終
戦
処

理
を
し
た
。
米
軍
が
日
本
の
飛
行

機
を
持
っ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
時

の
引
渡
し
の
手
続
き
な
ど
の
仕
事

も
し
た
。
一
〇
月
に
除
隊
し
た
が
、

も
う
一
人
の
阿
部
氏
は
一
二
月
頃

ま
で
い
た
。
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★
御
厨
文
雄
氏
・
元
海
軍
第
三
〇

一
〇
設
営
隊
主
計
長

広
島
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
後

は
、
い
ろ
い
ろ
と
情
報
が
入
っ
て

き
た
の
で
、
終
戦
が
近
い
こ
と
を

知
っ
た
。

戦
後
、
部
隊
が
移
動
す
る
た
び

に
物
資
が
な
く
な
っ
て
行
っ
た
。

と
く
に
特
務
関
係
の
人
は
多
く
の

物
資
を
持
ち
帰
っ
た
。
下
士
官
以

上
は
殺
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、
郷

里
に
帰
っ
た
人
を
呼
び
戻
し
た
り

し
た
。「
八
月
末
ま
で
に
日
吉
か
ら
撤

退
し
ろ
」
と
言
わ
れ
、
八
月
二
〇

日
に
部
隊
を
解
散
し
、
兵
に
は
米

・
毛
布
な
ど
の
物
資
を
渡
し
復
員

さ
せ
た
。
部
隊
全
員
に
退
職
金
を

あ
げ
た
。
私
は
八
月
二
七
～
二
八

日
頃
日
吉
を
撤
退
し
、
ド
イ
ツ
大

使
館
の
隣
り
に
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て

て
残
務
整
理
を
し
た
。
負
け
た
時

か
ら
石
を
投
げ
ら
れ
る
兵
も
い
て
、

水
兵
服
な
ど
軍
服
を
着
て
歩
け
な

か
っ
た
。

★
若
林
繁
雄
氏
・
元
海
軍
人
事
局

・
主
計
兵
曹
長

終
戦
の
時
、
地
下
壕
の
前
の
広

場
に
集
ま
り
、
人
事
局
長
の
川
合

少
将
の
話
を
聞
い
た
。
「
米
軍
が

来
て
も
乱
暴
し
な
い
。
重
要
書
類

を
焼
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
機
密

な
ど
特
別
の
も
の
以
外
は
焼
く
な
。

紙
は
こ
れ
か
ら
手
に
入
ら
な
く
な

り
貴
重
と
な
る
。
裏
が
使
え
る
の

で
焼
く
な
」
と
い
う
意
味
の
こ
と

を
言
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
焼
か
な
か
っ
た
も
の
は
戦
後

処
理
の
た
め
に
海
軍
省
に
移
し
た
。

私
は
書
類
と
と
も
に
昭
和
二
〇

年
八
月
下
旬
、
補
修
し
た
海
軍
省

に
戻
っ
た
。
退
役
し
た
の
は
一
二

月
一
日
で
あ
る
。
残
務
整
理
は
復

員
省
に
引
継
が
れ
た
の
で
、
そ
の

ま
ま
従
事
し
た
。
昭
和
二
二
～
二

三
年
頃
経
済
査
察
所
が
で
き
、
隠

匿
物
資
を
取
り
締
る
査
察
官
に
な

っ
た
。
経
済
査
察
庁
に
組
織
替
え

に
な
り
、
二
六
年
春
ま
で
い
た
。

そ
の
後
、
そ
の
頃
で
き
た
警
察
予

備
隊
に
入
っ
た
。
警
察
予
備
隊
は

二
七
年
三
月
保
安
庁
に
な
り
、
二

九
年
一
〇
月
防
衛
庁
に
変
っ
た
。

こ
の
時
、
自
衛
隊
に
な
り
、
陸
・

海
・
空
が
で
き
た
。
保
安
庁
の
時

は
、
海
上
警
備
隊
、
陸
上
警
備
隊

と
言
っ
た
。

★
菅
谷
源
作
・
元
連
合
艦
隊
司
令

部
電
気
長

八
月
一
五
日
は
寮
の
前
に
集
ま

っ
て
玉
音
放
送
を
聞
い
た
。
そ
の

後
、
残
務
整
理
の
た
め
九
月
一
日

ま
で
日
吉
に
い
た
。
書
類
は
目
黒

の
海
軍
大
学
校
に
送
っ
た
が
、
か

な
り
焼
い
た
。

機
関
科
に
大
林
と
い
う
技
師
が

い
た
が
、
戦
後
大
林
組
の
社
長
に

な
っ
た
。

増
淵
と
い
う
ボ
イ
ラ
ー
係
を
し

て
い
た
下
士
官
は
地
下
壕
の
前
の

カ
マ
ボ
コ
兵
舎
の
先
に
三
軒
ば
か

り
あ
っ
た
農
家
の
娘
と
戦
後
結
婚

し
た
。今
野
と
い
う
木
工
の
巧
い
兵
曹

長
が
い
て
、
司
令
長
官
に
頼
ま
れ

た
額
や
木
箱
な
ど
を
作
っ
て
い
た

が
、
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

★
斎
藤
君
子
・
元
海
軍
軍
令
部
第

三
部
理
事
生

終
戦
の
時
に
r
も
う
来
な
い
で

よ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
終
戦
は
日

吉
に
い
て
玉
音
放
送
を
聞
い
て
知

っ
た
。
集
ま
っ
て
聞
い
た
記
億
が

あ
る
。
戦
争
が
終
っ
て
嬉
し
い
と

思
っ
た
。
も
う
怖
い
思
い
は
し
な

い
で
す
む
と
思
っ
た
。

私
の
家
は
東
横
線
の
学
芸
大
学

で
、
戦
災
に
も
あ
わ
ず
、
疎
開
も

し
な
か
っ
た
。
特
攻
隊
員
に
な
る

予
定
だ
っ
た
弟
は
四
国
に
い
て
昭

和
二
〇
年
九
月
に
復
員
し
た
。

（
生
脇
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
五

〇
～
五
三
号
よ
り
抜
粋
転
載
）
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（
三
ペ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
く
）

九
、
二
月
二
日
T
V
東
京
「
ア
ド

衝
ッ
ク
天
国
」
で
「
日
吉
ご
を
取

材
、
三
月
二
八
日
二
一
時
よ
り
放

映
予
定
、
約
一
分
間
地
下
壕
が
放

映
さ
れ
る
予
定

一
〇
、
同
四
日
「
平
和
の
た
め
の

戦
争
裏
よ
こ
は
ま
』
第
二
回
実
行

．
委
員
会
に
出
席

一
二
二
同
一
〇
日
第
八
回
幹
事
会

議
事
＊
会
則
の
改
正
原
案
が
亀
岡
幹
事

よ
り
出
さ
れ
、
検
討
し
た
結
果
、

東
郷
、
亀
岡
、
佐
相
で
検
討
会
を

も
ち
、
三
月
一
八
日
の
運
営
委
員

会
に
て
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

た＊
総
会
は
四
日
二
五
日
に
決
定

運
営
委
日
日
只
Å
京
報
離
日

三
月
一
八
日
一
八
時
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

議
事
＊
会
則
の
再
検
討
の
結
果
、
東
郷

が
字
句
の
修
正
を
行
い
、
四
月
二

日
の
運
営
委
員
会
で
再
々
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
た

＊
東
郷
副
会
長
よ
り
公
私
共
に
多

忙
な
た
め
投
を
辞
還
し
た
い
旨
申

し
出
が
あ
っ
た

運
営
委
臼
貝
A
京
報
監
口

一四
月
二
日
一
八
時
～

星
口
地
区
セ
ン
タ
ー

議
事

＊
会
則
の
再
々
検
討
の
結
果
、
改

正
案
が
決
っ
た

へ
四
～
五
ペ
ー
ジ
に
新
旧
の
会
則

を
掲
載
し
ま
し
宅
の
で
、
総
会
ま

で
に
ご
検
討
願
い
た
い
）

＊
鮫
島
会
長
よ
り
本
務
多
忙
の
た

め
、
役
を
辞
退
し
た
い
旨
申
し
出

が
あ
っ
た

＊
役
員
候
補
者
の
選
出
に
手
間
ど

り
、
寺
田
事
務
局
長
が
会
長
候
補

と
な
る
こ
と
に
な
っ
た

＊
総
会
議
案
書
の
検
討
は
時
間
切

れ
の
た
め
簡
単
に
行
わ
れ
た

総会のお知らせ

日　時：1998年4月25日（土）午後2時45分開場

場　所‥慶大日吉キャンパス藤山記念館会議寄
総　会‥3時～4時
座談会‥4時～5時

日吉台地下壕保存の会が績成されて、早10年になります。
お集りいただいた方々で、この10年を振り退り、今後の活動の桿
となるようなお請をしたいと息もヽます・古い会崇の方々、新しく入
られた会員の方々の日吉台地下壕に対する思いを忌憶なくお話しい

ただきたく、大勢の方々のご来場をお待ちしています。


